
情報通信研究機構で開発したＰＣベースのＶＬＢＩ端末「Ｋ５／ＶＳＳＰシステム（旧称ＩＰ－ＶＬＢＩシステム）」は、インターネットを利用した実時間ＶＬ
ＢＩを目標としたシステムである。システム開発は１）観測データをハードディスクに蓄積し、観測終了後、データをネットワーク（インターネット）経由で転
送し相関処理を行う、２）観測データをハードディスクに蓄積すると同時にネットワーク速度に応じた速度で転送し相関処理を行う、３）観測データを直接ネッ
トワーク転送し、相関処理を行う、という段階を踏んで行われている。現在、開発は第２段階を迎えており、第３段階も試験的に行われている。本報告ではこう
したＫ５／ＶＳＳＰ開発の現状および将来計画について述べる。
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